
ブイ ブリノゲシ製剤の 納入の可能性のあ る事例について 

このたび、 フィブリノゲン 製剤納入 先 医療機関について、 納入の可能，陸のあ る事例が新た 

に判明したため、 当該医療機関の 了解を得て、 その名称等を 別表のとおり 公表します。 奉事 

側 は、 平成 1 6 年 1 2 月 9 日のフィブリノゲン 製剤納入 先 医療機関等リストの 公表後、 問い 

合わせ窓口に 提供された情報に 基づき調査を 行った結果、 三菱ウェルファーマ 社の納入記録 

からは納入されたことが 確認できないものの、 当該医療機関の 意見等を総合的に 勘案すると 

フィブリノゲン 製剤の納入の 可能性のあ る事例と判断したものです。 

厚生労働省では、 今回と同様、 公表対象外の 医療機関であ っても同製剤を 使用した可能， 性 

があ るとの情報が 寄せられた場合は 報告するよ う 、 都道府県等に 対し依頼しています。 

存 施設名 
続 ト 診療 経 蛍 所在地 部署 竜巻 話号 対日 納入麻友 曜び 納入 め 力 ル 力 患者 医 療 機 関 メ ン 

名 時間 記 期 テ テ ヘ 科 
廃 録 間 等 等 の 
院 キ旦 の の の 告 

等 当 有 有 保 知 
者 沖 " ， 無 皆 の 
名 期 首 
等 間 無 

存 柴田医院 医 富山県 医 0763  月 - 合 焦 無 有 産 カルテは既に 廃棄してお     

続 療 南砺 帝 師 づ 2 婦 フィブリノゲンを 使用した患、 

松原 新 一 2011  10: 00- 八 者さんを特定できませんが、 
1425 柴 12:00 神 使用した患者さんはその 旨口 

田 頭で 又は母子健康手帳 に記載 
道 14 : 00 ～ して告知しました。 2 人 か 3 

也 16:30 人 に使用した記憶があ ります。 

注 ) 平成 1 6 年 1 2 月 9 日にフィブリノゲン 製剤納入 先 医療機関を公表した 際、 昭和 5 4 年以前のフィ 

ブリノゲン製剤納入 先 データは存在せず、 今回の公表医療機関以外の 医療機関においてフィブリノ 

ゲン製剤が使用されていた 可能性は否定できないこと、 及び昭和 5 5 年以降であ っても、 参考に掲 

裁 した二次郎等を 経由してフィブリノゲン 製剤が医療機関に 納入された可能性も 否定できないこと 

を厚生労働省ホームページ 上に記載しています。 



正誤表 

平 成 「 7 年 2 月 2 5 日 

厚 生 労 働 省 医 薬 食 品 局 
フィブリノゲン 製剤納入先公表チーム 

医薬食品 局 血液対策課 末吉 ( 内線 2903) 

平成 16 年 12 月 9 日に公表したフィブリノゲン 製剤納入夫医療機関のリストについて、 下記のとお 

り、 資料の修正があ りますので、 お手数ですが 御 対応いただきますようお 願い申し上げます。 

修正項目 名   誤 N   正 

l18  l 存続・ 廃院等 l 存続   づ @  ( 空欄 ) 

1 Ⅰ 8   施設名 納谷医院   づ ( 空欄 ) 

118 経営 個人 づ ( 空欄 ) 

ⅠⅠ 8 所在地 北海道小樽市若松 1T 目 8 一 22  つ ( 空欄 ) 

Ⅰ l8   部署名・担当者名等 納谷医院院長 づ ( 空欄 ) 

l Ⅰ 8 電話番号 0134 一 23 一 2320 づ ( 空欄 ) 

Ⅰ l8    対応曜日及び 時間 月 ・ 火 ・ ホ ， 金 9 時から 5 時 

水 ・土は午双中のみ   " づ   ( 空欄 ) 

納入記録の有無   力ルテ等の有無 無 づ ( 空欄 ) 

無 づ ( 空欄 ) 

118  l 患者への告知の 有無 I 無 @  ～ @  ( 空欄 ) 

Ⅰ l8 医療機関のコメント 

2800 納入記録の期間 
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当 院ではフィブリノゲン 製剤の購 
入・使用の事実はない。 しかし、 こ 
の機会に BC 肝炎感染のリスクを ヨ 
持ってる方には 肝炎検査を指導 
する。 

診療録 ( 入院カルテ ) が昭和 59   
年以降保管されている。 
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2800 カルテ等の保管期間 

2800 医療機関のコメント 

診療録 ( 入院カノ レテ ) が昭和 59 
年以降保管されている。   診療録 年以降保管されている。 ( 入院カルテ ) が昭和 60 

昭和 59 年以降、 当医院を受診 さ 元患者の方等からの 間合せにつ 
れた患者からの 問い合わせに 基   きましては、 診療録 ( 入院カルテ 
づき、 診療録 ( 入院カルテ ) で 該 ( 昭和 60 年以降保管 )T で該当 項 
当 項目等を確認し 対応したい。 目 等を確認し対応したい。 


